
（
筆
者
略
歴
）
国
会
議
員
秘
書
、

中
小
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担

当
役
員
、
経
営
再
建
担
当
役
員
を

経
て
、
現
職
。
専
門
は
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
サ
イ
エ
ン
ス
、
デ
ー
タ
分

析
を
用
い
た
問
題
解
決
。

　
企
業
が
経
営
目
標
を
達

成
す
る
に
は
、
自
社
が
持

つ
様
々
な
資
源
を
効
率
的

に
活
用
し
、
環
境
適
合
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
企
業
の
持
つ
資
源

の
最
た
る
も
の
が
、
人
材

（
人
財
）
で
あ
る
。
人
的

資
源
管
理
（
Ｈ
Ｒ
Ｍ
＝
Ｈ

ｕ
ｍ
ａ
ｎ

Ｒ
ｅ
ｓ
ｏ
ｕ
ｒ
ｃ
ｅ

Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
は
、

今
日
の
複
雑
な
環
境
下
で

成
長
を
継
続
す
る
べ
く
、

企
業
内
の
人
材
を
戦
略
的

な
資
源
と
し
て
と
ら
え
、

そ
の
活
用
に
注
目
し
た
発

想
で
あ
る
。

　
人
的
資
源
管
理
の
象
徴

的
な
概
念
に
「
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
」
が
あ
る
。「ロ

イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
」
と
の
違

い
で
あ
る
が
、
ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
ー
の
観
測
対
象
が
個

人
の
満
足
感
に
限
定
さ

れ
、
会
社
へ
の
貢
献
意
欲

や
能
力
が
明
示
的
に
求
め

ら
れ
て
は
い
な
い
の
に
対

し
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

で
は
、
社
員
が
組
織
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
共
感
し
、
実
現

に
向
け
て
能
動
的
に
貢
献

す
る
意
欲
や
能
力
を
観
測

す
る
。
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
と
は
、
企
業
活
動
に
お

け
る
企
業
と
社
員
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り

焦
点
を
当
て
た
考
え
方
と

も
言
え
る
。

　
こ
う
し
た
焦
点
の
変
化

に
伴
い
、
人
事
部
門
に
要

求
さ
れ
る
機
能
に
も
変
化

が
見
ら
れ
る
。
旧
来
は
人

事
情
報
の
管
理
や
制
度
の

運
用
、
そ
し
て
法
務
対
応

が
主
要
な
業
務
で
あ
っ
た

が
、
今
日
で
は
経
営
戦
略

へ
の
よ
り
高
度
な
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
の
も
と
、
社
員

個
々
の
能
力
成
長
や
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
最
大
化
に

責
任
を
果
た
す
こ
と
を
意

識
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
将
来
推
計

に
よ
る
と
、
�
歳
か
ら
�

歳
の
生
産
年
齢
人
口
は
、

２
０
１
７
年
の
７
５
９
６

万
人
（
総
人
口
に
占
め
る

割
合
は
�
・
０
％
）
が
、

２
０
４
０
年
に
は
５
９
７

８
万
人
（
同
�
・
９
％
）

へ
減
少
す
る
。
こ
の
こ
と

は
、
優
秀
な
人
材
の
奪
い

合
い
が
激
化
し
、
相
対
的

に
社
員
１
人
当
た
り
付
加

価
値
が
シ
ビ
ア
に
評
価
さ

れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

採
用
や
教
育
に
お
け
る
人

事
部
門
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
、
組
織
の
維
持
や

発
展
を
大
き
く
左
右
す
る

時
代
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　
仮
に
若
手
社
員
を
確
保

で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ

で
安
心
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
若
手
社
員
の
離
職

は
多
く
の
企
業
に
と
っ
て

悩
み
の
種
で
あ
る
。
原
因

と
し
て
聞
か
れ
る
こ
と
の

ひ
と
つ
が
、
年
齢
に
よ
る

賃
金
格
差
で
あ
る
。
年
功

的
色
彩
の
強
い
給
与
体
系

の
組
織
で
は
、
自
ら
の
実

た
の

力
を
恃
む
若
手
は
不
満
を

募
ら
せ
、
外
部
に
活
躍
の

場
を
求
め
る
場
合
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
多
く
の

企
業
が
給
与
体
系
の
変
更

に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
事
は
そ
れ
ほ

ど
単
純
で
は
な
い
。
ハ
ー

ズ
バ
ー
グ
の
二
要
因
理
論

に
よ
れ
ば
、
給
与
は
衛
生

要
因
で
あ
り
、
給
与
面
の

改
善
で
は
内
発
的
動
機
付

け
は
得
ら
れ
な

い
。
ハ
ッ
ク
マ
ン

と
オ
ル
ダ
ム
に
よ

る
職
務
特
性
モ
デ

ル

（
Ｍ
Ｐ
Ｓ
＝
Ｍ

ｏ
ｔｉ
ｖ
ａｔｉ
ｎ
ｇ
Ｐ
ｏ

ｔ
ｅ
ｎ
ｔｉ
ａｌ
Ｓ
ｃ
ｏ
ｒ

ｅ
）
に
よ
る
と
、
仕
事
の

魅
力
度
は
次
の
式
で
定
義

さ
れ
る
。

　
仕
事
の
魅
力
度
＝
（
技

能
の
多
様
性
＋
職
務
の
完

結
性
＋
職
務
の
有
意
義

性
）
÷
３
×
自
己
裁
量
権

×
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

　
若
手
の
離
職
が
問
題
と

な
る
職
場
は
、
こ
の
五
つ

の
変
数
（技
能
の
多
様
性
、

職
務
の
完
結
性
、
職
務
の

有
意
義
性
、自
己
裁
量
権
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）
に
問

題
が
あ
る
可
能
性
が
高

い
。

　
例
え
ば
、
年
功
的
色
彩

の
強
い
給
与
体
系
は
、
熟

練
者
の
満
足
度
や
定
着
率

を
高
め
る
反
面
、
上
意
下

達
の
組
織
風
土
形
成
を
助

長
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
な
職
場
で
は
、

若
手
の
自
己
裁
量
権
は
低

く
、
仕
事
に
対
す
る
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
も
疎
か
に
さ

れ
る
可
能
性
が
高
い
。
若

手
社
員
の
離
職
と
い
う
問

題
は
、
給
与
面
だ
け
で
は

な
く
、
こ
れ
ら
組
織
風
土

ま
で
包
括
的
に
検
証
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
、
今
後
の
人
事

部
が
扱
う
べ
き
領
域
が
、

単
な
る
管
理
活
動
か
ら
、

組
織
戦
略
と
言
う
べ
き
領

域
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と

が
わ
か
る
。
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
を
外
部
圧
力
と

し
て
、
今
日
の
人
事
部

門
に
求
め
ら
れ
る
業
務
は

大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ

る
。

　
一
方
で
、
こ
う
し
た
議

論
に
既
視
感
が
あ
る
の
も

事
実
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
「
人
事

部
」
を
重
要
な
経
営
機
能

と
し
て
と
ら
え
、
戦
略
の

推
進
役
と
す
べ
き
、
と
い

う
議
論
は
あ
っ
た
。
そ
れ

ら
過
去
と
今
日
の
差
異

は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ク
ラ
ウ
ド

と
い
っ
た
技
術
の
進
歩
で

あ
る
。

　
今
日
の
人
的
資
源
管
理

に
は
、
デ
ー
タ
が
大
き
な

役
割
を
果
た
す
。
中
小
企

業
で
も
比
較
的
手
軽
に
デ

ー
タ
を
収
集
・
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整

っ
た
こ
と
が
、
人
事
部
に

長
く
期
待
さ
れ
て
き
た
役

割
の
実
現
を
後
押
し
し
て

い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
本
連
載
で
は
、
第
２
回

に
人
事
デ
ー
タ
を
活
用
で

き
る
領
域
に
つ
い
て
述

べ
、
第
３
回
に
分
析
の
進

め
方
と
留
意
点
に
つ
い
て

述
べ
る
。

（
３
回
連
載
）


